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【８名の教職員が着任しました よろしくお願いします！】

５月行事予定
日 曜 行 事 予 定

１ 土
釧根地区春季バドミントン大会

２ 日

３ 月
憲法記念日 開校記念日

４ 火
みどりの日

５ 水
こどもの日

６ 木
生徒会、常任委員会

７ 金
白糠町教育研究大会(午前授業)

８ 土
厚生社杯野球大会

９ 日
教育長杯バレーボール大会

10 月
朝会 Q-U 調査 いじめアンケ
ート調査 生活リズムチェック

11 火
知能検査（１年生）

12 水
職員会議

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月
教育相談（１・２年）①
修学旅行結団式（５校時）

18 火
教育相談（１・２年）②
修学旅行①

19 水
教育相談（１・２年）③
修学旅行②

20 木
教育相談（１・２年）④
修学旅行③

21 金
教育相談（１・２年）⑤
修学旅行回復休業日

22 土

23 日

24 月
教育相談（３年）①

25 火
尿検査１次

26 水
教育相談（３年）②
ノーゲーム・デイ

27 木
全国・学力学習状況調査（３年）
教育相談（３年）③

28 金
教育相談（３年）④
英検（第１回）

29 土

30 日

月
朝会

31
教育相談(３年)⑤

令和３年度入学式式辞より
校長 佐藤 毅

２９名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。本校への入学を心より
歓迎いたします。
さて、小学校と中学校の違いはどんなことでしょうか？どちらも同じ義務教育を

行う場です。普通、小学校を卒業すると自動的に中学校に入学します。しかし、中
学校卒業後は、自分で進路を選び、そこに進むために入学試験や採用試験などの関
門を突破しなければならないことが最も大きな違いだと、私は考えます。
自分の希望する道に進むことができる自由を得ることができる一方、そこに進む

ための努力や責任が必要になります。それは一歩、大人に近づくということです。
６年後あるいは１０年後には、みなさんは社会に出て仕事に就き、一人で生活しな
ければなりません。それを自立といいます。そして、自らが選んだ職業で社会の役
に立てる人に成長することが目標になります。ところで、みなさんが今の自分のま
ま大人になったとしたら、自立できるでしょうか？きっと全員が無理だと感じると
思います。では、何が足りないのでしょうか？その足りないところを身に付けてい
くことが中学校での学習です。
大きく分けて３つの力「知」「徳」「体」を高めるために学習します。
「知」とは学力です。知識や考える力、工夫する力、聞く力や発表する力などで、
主に各教科の授業で身に付けます。
「徳」とは、思いやりの心や協力する気持ち、粘り強く続ける気持ちなどです。

学級活動や生徒会活動、学校行事などの活動を通して身に付けます。
「体」とは健康な身体と体力です。毎日の規則正しい生活や、体育の授業、部活

動などで身に付けます。
これらすべては、みなさんが大人になって自立し、社会で活躍するために絶対に

必要な力です。ですから、これらの力を身に付けるために行う中学校での学習には
無駄なことは一つもありません。やる気が起きないときには、是非、大人になった
自分の姿を想像して、将来の自分のために行動して欲しいと思います。
さて、保護者の皆様、お子様の入学、おめでとうございます。コロナ禍において、
不安を感じている方も多いと思いますが、これまで以上に感染防止対策を徹底し、
安心・安全な教育活動を行ってまいりたいと考えております。また、生徒一人一人
の人格と人権を尊重し、教師とともに高め合っていける教育を行っていきたいと考
えております。
保護者の皆様におかれましては、「ご自分の言動が、子どもが将来、自分の力で生
き抜くためになるのかどうか？」という観点で、お子様への指導をお願いしたいと
思います。私は、時には厳しい指導が、その子にとっての優しさになることがたく
さんあると考えています。
将来、今よりももっと厳しい社会に変化することが予想されています。家庭と学

校、そして地域社会がしっかりと連携していくために、本校の教育活動にご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、新入生の皆さんが、たくましく、やさしく、かしこい中学生に育つこと

を期待して、式辞といたします。

湯川朋広教頭
釧路市立
鳥取西中学校より

岡林格教諭
厚岸町立
厚岸中学校より

松永美和教諭
北海道教育大学
附属釧路中学校より

髙谷知弘教諭
北海道
釧路養護学校より

小林愛加教諭

育児休業より復帰

早川隼教諭
芽室町立
芽室小学校より

大村愼隆公務補
白糠町立
白糠小学校より

安田郁生公務補
北北海道ダイハツ
株式会社より

学校教育目標

・自ら進んで学習する生徒【知】

・豊かな生活をきずく生徒【徳】

・強じんな心身の生徒 【体】
白中だより



【授業参観、PTA総会、学級懇談会】
４月１７日（土）にたくさんの保護者のみなさまのご参加を

いただき実施しました。ありがとうございました
今年度は、高校を間借りしての学校生活となります。全国的

に見てもあまり例のない経験です。左の交通安全教室も、実は
中学生の後ろに全高校生がいての合同実施でした。このような
取り組みが今後も実施されます。

 白糠中学校教職員一覧

氏    名 教科等 学 年 部活動

佐　藤　　　毅 校 長

湯　川　朋　広 教 頭

河　合　由　美 英 語 １Ａ担任 美 術

岡　林　　　格 理 科 １Ｃ特担  バドミントン

唐　田　加菜子 国 語 １年主任 美 術

小　林　愛　加 数 学 １年所属 対外行事

早　川　　　隼 保 体 １年所属 野 球

佐　渡　　  碧 音 楽 ２Ａ担任 バレー

草　島　成　光 英 語 ２年代表 対外行事

熊　谷　　　遼 理 科 ２年所属 野 球

斉　藤　文　子 家庭科 ２年所属 対外行事

佐　野　尚　平 数 学 ３Ａ担任 バレー

髙　谷　知　弘 技 術 １Ｂ３Ｂ担任  バドミントン

髙根沢　洋　昌 社 会 ３年代表 対外行事

松　永　美　和 英 語 ３年所属 対外行事

島　田　　　薫   養護教諭 ３年所属

高　橋　昌　幹 事 務

斉　藤　美智代 公務補

大　村　愼　隆 公務補

安　田　郁　生 公務補

尾　崎　  　稔 支援員

中学校では年に２回いじめアンケートを行っています。今年度

の１回目がまもなく、５月１０日に行われる予定です。

家庭での親子の会話など子どもとの関わりがとても大切になり

ますし、教師もアンテナを高く張り、一人一人の生徒に目配り･

気配り･心配りをしていかなければなりません。いじめにあって

も「誰にも相談しない」という生徒もいます。これは、万が一“

いじめ”があったとき、その子の苦しみを誰も気づけずに深刻化

させてしまう可能性があるということにもなります。「わかって

あげること」「気付いてあげること」が子どもを救うということ

を再認識したいです。
４月１２日(月)に交通

安全推進員と警察の方

をお招きして、講習が

行われました。特に国

道３８号線では事故が

多発しています。話を

しっかり頭に入れて、

交通安全を徹底してく

ださい。事故が起きて

からでは取り返しがつ

きませんよ。

今年度から、
支援員として
お世話になり

ます。

令
和
三
年
度

来
賓
祝
辞
よ
り

「
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
並
び
に
お
子
様
の
晴
れ
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
保
護

者
の
皆
様
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
中
学
生
と
し
て
の
第
一
日
目
の
気
持
ち
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

今
、
白
糠
中
学
校
は
新
た
な
体
制
に
な
る
準
備
と
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
改
装
を
し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
母
校
と
な
る
校
舎
、
体
育
館
で
は
な
く
白
糠
高
校
の
体
育
館
で
入
学
式
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
ま
た
、
な
か
な
か
出
来
な
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
経
験
す
る
こ
と
は
楽

し
い
、
う
れ
し
い
も
の
ば
か
り
と
は
限
ら
ず
、
つ
ら
い
、
面
倒
く
さ
い
、
と
い
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
先
生
や
先
輩
、
友
達
な
ど
に
相
談
し
て
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

特
に
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
ど
の
先
生
方
も
、
皆
さ
ん
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
指
導
者
で
す
の
で
、
安
心
し
て
何
で

も
相
談
し
て
下
さ
い
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
信
頼
し
て
お
子
様
を
預
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
校
長
先
生
を

は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
様
、
ど
う
か
子
供
達
の
成
長
を
温
か
く
、
時
に
は
厳
し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
７
日

白
糠
町
立
白
糠
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

山
口
敬
史


